
・ レベル宣言の基準について、運輸局の注意体制と道庁のレベル発動と多
少差が生じているとの意見から、今後は、輸送障害の取扱いやレベル基準
の見直しについて、運輸局との協議・検討を進める。

・ 情報共有のあり方として、道から関係機関へのメールの共有については、
頻度や方法について、出来るだけ煩雑とならない方法を模索すべきとの意
見から、メールでの共有の簡略化や見込み情報も含め、今後の対応につい
て検討する。

・ 情報発信について、観光客や外国人への発信強化の必要性についての意
見を踏まえ、今後、高齢者などスマホ非対応の方々への周知も含めた、情
報発信媒体の更なる周知体制等の構築に向けて検討を進める。

情報共有・対応強化ワーキンググループ検討状況（概要版）

令和４年２月の札幌圏を中心とした大雪による輸送障害について、各機関が行
った対応策等を検証し、課題を明らかにした上で、改善策など、今後の取り組み
等について協議・検討を実施。

３ 検証結果

４ 令和４年度冬季間における輸送障害等の検証

［ワーキンググループでの主な意見等（WG担当者会議：６回開催）］
・ 道東・道北方面でのJRとバスの一部運休や道東での停電による災害対策
本部の設置による「レベル４」宣言は、これまでの札幌圏での雪害対応と
比較して、基準の見直しが必要。

・ JRの計画運休は見込み段階から関係者間で情報共有が図られたことから
大きな混乱等が生じなかったので、今後は、バス運行や道路情報等も含め
た対応策等の検討が必要。

・ 高齢者などのスマホ非対応者に対する周知の強化や、SNS等のプッシュ
型通知の受け入れなど、利用者に事前設定するような、情報発信媒体の更
なる周知が必要。

令和４年度の取り組み

１ 経過

２ 検証内容

(1) 輸送障害の状況等

・ 令和4年2月 6日～13日 ＪＲ計 3,525本運休/利用者 約56万人に影響
・ 令和4年2月21日～27日 〃 3,559本運休/ 〃 約47万人に影響

(2) 課題等

JR復旧作業に係る
応援・受援等

・ 作業員及び除雪機械等の体制強化など

バス路線の運行継続
・道路の狭隘化でバス運行が不能、運休・遅延が多発
・運行状況等に関して利用者への周知が課題

代替輸送の確保
・高速道路や主要幹線道路などの除雪状況の把握等
・空港連絡バス等の対応等

令和５年度の取り組み

令和４年2月の輸送障害における検討結果を踏まえ、雪害による大規模障害が
発生した場合の対応策の検証として、令和４年度冬期間(R4.11～R5.3)の輸送障
害への対応など、道が発令したレベル宣言の検証についてWG担当者会議で検討。

(2) 検討事項
・ 輸送障害対策において、｢情報共有｣と｢情報発信」の更なる検討が必要
・ レベル宣言の基準について再検討が必要（運輸局との基準を調整）

(1) レベル宣言の状況
・ レベル宣言回数：計１０回 （延日数３０日間）
(警報発令 ２回、JR計画運休 ３回、空港連絡バス運休 ３回など）

５ 検証結果

大雪による輸送障害(札幌－新千歳空港間)によって、JRの運休に伴う各関係機
関等との連絡体制や情報共有、代替輸送の確保などの対策が課題となった。

・ JR北海道における除雪体制の強化及び受援体制の構築として、記録的な大
雪等に備え、除排雪機械等の増強や自社・グループ会社等、応援体制の強化。

・ 公共交通利用者に対する情報の周知として、｢北海道旅の安全情報サイト｣、
外国人観光客等に対する災害情報伝達システム等を活用した運行情報発信。

・ ｢札幌－新千歳空港｣間における代替輸送の確保に向けて、JR運休状況や高
速道路・主要幹線の除雪状況に応じ、代替輸送バスの確保やタクシー営業区
域外輸送の実施など、代替輸送手段の円滑な確保に向けた体制を構築。

・ R4.2.22 雪害対策連絡部会議
⇒ 雪害対策検討チーム設置

・ 3.30 雪害対策連絡部会議
⇒ 対応等方向性取りまとめ

・ 5.27 雪害対策検討チームコア会議
・ 5.31 雪害対策連絡部会議

⇒ 報告書(案)取りまとめ
・ 6. 3 北海道防災会議幹事会へ報告
・ 6. 9 北海道防災会議へ報告

６ 今後の進め方

レベル １ ２ ３ ４ ５

状況
気象台から

大雪警報予測連絡
警報発令

(道：第１非常配備)
運休等

輸送障害発生
輸送障害対応

(道：第２非常配備)
大規模輸送障害
(道：第３非常配備)

R4宣言
状況

2回 ２回 ５回 １回 －

北海道防災会議

雪害対策検証チーム
(雪害対策連絡部構成機関＋札幌市、バス事業者、北海道エアポート）

［主な検証項目］
○輸送障害対策 ○道路除排雪対策 ○気象状況等の利活用
○雪害発生時の応急活動・体制 ○情報発信・共有 ○応援・受援

雪害対策連絡部

◆ 情報共有・対応強化WGにおいて、輸送障害対策の検証を実施

［検証体制］
（検討経過）

(1) 今後取り組む事項

(2) 検証結果の報告等

情報共有・対応強化WGにおいて検証を行い、検証結果を雪害対策連絡部会
議へ報告。北海道防災会議幹事会での協議を経て北海道防災会議へ報告。

（雪害他作連絡部による訓練実施）

・ R4.11.15 WG構成員へのメール伝達等

［公共交通利用者に対する情報の周知等］
・ ｢北海道旅の安全情報サイト｣の活用に向けて、交通情報の周知を図る。

資料２

１

※ レベル宣言は、令和４年８月の第２回ＷＧ担当者会議で設置。



令和４年２月の札幌圏を中心とした大雪に係る「輸送障害に係る検証」について

JRの早期復旧 ・災害級の降雪を想定した場合、作業員及び除雪機械等が不十分との見方もあり、体制強化の可否が課
題。

○令和４年２月上旬の大雪 → ２月６日～13日の間でＪＲが計３，５２５本運休。約５５万５，２００人に影響。
○令和４年２月下旬の大雪 → ２月21日～27日の間でＪＲが計３，５５９本運休。約４７万４，２３０人に影響。新千歳空港で

最大約６千人の滞留者。

雪害対応検証チーム
（北海道雪害対策連絡部構成機関＋札幌市、バス事業者、北海道エアポート）

北海道防災会議

北海道雪害対策連絡部

最終報告（令和４年６月）

輸送障害に係る検証 ⇒ 情報共有ＷＧで検討

〔主な検証項目〕○輸送障害対策 ○道路除排雪対策 ○気象情報等の利活用
○雪害発生時の応急活動・体制 ○情報発信・共有 ○応援・受援（自衛隊災害派遣含む）

道路除排雪に係る検証

※通常は毎年１１月～３月までの設置のところ、
本検証を行うため、４月以降も設置継続

JR北海道独自の検証

北海道運輸局へ中間報告
（令和４年３月１６日）

共有

指定地方行政機関、指定公共機関、
指定地方公共機関、学識経験者等 ６５機
関

指定地方行政機関、指定公共機関、
指定地方公共機関等 ２２機関

[コア機関] 道（事務局）、札幌市、北海道運輸局、北海道開発局、JR北海道、バス事業者、日本貨物鉄道、北海道エアポート、
NEXCO東日本、気象台、自衛隊、警察、教育庁

[関係機関] 北海道開発局、道、札幌市、NEXCO東日本
等

[関係機関] 北海道運輸局、道、JR北海道、バス事業者、
日本貨物鉄道、北海道エアポート 等

代替輸送の確保
・空港連絡バスの増便でも対応しきれない数の場合の対応が課題（新千歳空港での滞留者が発生）

課

題

・快速エアポートの運行再開の情報が二転三転。再開の見極めに関する精度の向上が課題。

・高速道路や主要幹線道路などの除雪状況を各関係機関が迅速に把握することが難しい。

バス路線の運行継続
・バス事業者としては、最大限の利用者への周知を行ったが、利用者に行き届かない部分があった。
・道路の狭隘化でバス運行が不能となり運休や遅延が多発。

（令和４年５月取りまとめ）

２



情報共有・対応強化ＷＧ（令和４年４月28日開催） 情報共有・対応強化ＷＧ担当者会議（全６回）

＜議事＞・令和４年２月の大雪時における対応等の検証
・輸送障害に係る検証案の策定について
・取組の方向性と内容について

＜主な議事＞・輸送障害対策に係る「情報共有」と「情報発信」について
・各関係者における対策等について
・各機関における令和４年度の取組状況について

情報共
有

【実施状況】
１０回（レベル宣言に伴う）

【対応方法】
①道から関係機関へメール送信(原則)
（レベルに応じて電話連絡も）
②関係機関から道へ状況等報告
③道から関係機関へ取りまとめ結果を
メールにより共有

＜今回の対応＞

○ホームページ掲載や報告などへのタイムラグや手間を要する点は改
善が必要

○メールの添付ファイルより、メールを簡略化し、例えば「ＪＲに運
休が発生している」と記載し、リンクを貼るなどの対応を検討

○ＳＮＳの活用方法やマスコミとの連携など有り様があるのではないか
○石狩管内の警報発表が全てレベル発動対象という点は見直す
○道庁への情報提供後、その情報が共有され、どのような対応が行わ
れたのか、次回に向けて個別に検討したい。

＜主な意見＞

情報発
信

○道HP等への情報の掲載
○道から市町村・WG関係機関へ
SNS・HP等での輸送障害の状況・
対応予定等の情報の発信伝達を依
頼⇒別紙参考資料による
【雪害対策連絡部による訓練の実施】
■日時：令和４年11月15日
■WG構成員へのメール伝達確認

○社員の勤務やお客様の誘導案内等に非常に役立っており、今後と
も情報をいただきたい

○検索に時間がかかるので、できれば詳細なデータで一発周知でき
る体制として欲しい

○札幌駅に輸送障害の案内が出ていなかったため、他機関からの協
力を得ながら、何とか対応ができないか

○札幌駅の滞留者が多くなるので、大谷地ＢＴへの案内等適切に周
知していくことがインバウンドが復活していく中での課題

○観光客や外国人への発信強化はもう少し努力が必要

＜今後検討すべき事項(案)＞

令和４年度の情報共有・対応強化ＷＧによる対応結果

○ 「ＨＰを参照したほうが最新情報を取得でき
る」といった意見もあることから、ＷＧとしては、情
報発信伝達を確実に実施できる体制の強化に
主に取り組む。

○ ＪＲの計画運休は見込み情報の段階から共
有が出来たため、ＷＧとしては、バスや道路など
の見込み情報も含め今後の対応について検討
を行う。

○ 高齢者などのスマホ非対応者に対する周知の
強化や、SNS等のプッシュ型通知の受け入れな
ど、利用者に事前設定するような、情報発信媒
体の更なる周知を検討
○ 駅やバスターミナル、地下通路など主要施設で
の情報発信に向けた取組、協力体制の構築を
検討

R4
期間中
対応状
況

レベル宣言回数 １０回

レベル宣言期間 ３０日間

警報発令 ２回

情報発信 ３回

ＪＲの計画運休 ３回

空港連絡バスの運休 ３回

高速道路の通行止め ３回

＜札幌ー新千歳空港間における輸送障害への主な結果＞

○運転手の2024年問題で、現体制を維持できなくなる可能性
があるので、関係者間で対応などの検討が必要

○効果検証は来冬期に向けて行うこととしており、プラスで
あることは間違いないが、お客様にご迷惑をかけない範囲
の検証が必要

○計画運休の際の対応など、段階的に対応できるよう事前に
対処計画が必要

○来年度以降も雪害対応が生じることを前提に、現在の枠組
を上手に活かして、より有効な対応ができるよう進めてい
きたい

○運輸局の注意体制は6回と道庁のレベル発動と多少差がある

○ 令和４年12月の道東・道北方面でのＪＲと
バスの一部運休や道東での停電により災害対
策本部の設置により併せて宣言した「レベル４」
は、これまでの札幌圏での対応と比較して、レベ
ルの相違が生じている。
○ 雪害対策連絡部の設置による「レベル１」宣
言は、石狩管内（中部・南部）の警報発令が
ない場合もあったので、対応等は明確にするべ
き。
○ 以上に加えて、「輸送障害に該当する案件を
明確にしてほしい」「基準を見直す必要がある」
といった意見があったため、輸送障害の取り扱い
やレベルの基準の見直しの検討を行う。

ＷＧ
開催状
況

３

レベル １ [輸送障害発生防止準備] ２ [輸送障害発生防止] ３ [輸送障害初期対応] ４ [輸送障害対応]

状 況 道雪害対策連絡部会議開催 警報発令（第１非常配備） 運休等の輸送障害発生 応急対応発生(第２非常配備)

※レベル分類



令和４年度のＷＧによる対応結果（全体）

＜札幌-新千歳空港間における輸送障害への主な結果＞
区分 今冬期間中 ～１２月 １月 ２月 ３月

レベル宣言期間 ３０日間 １１日間 １５日間 ４日間 -

レベル宣言回数

１０回
レベル１：２回
レベル２：２回
レベル３：５回
レベル４：１回

３回
レベル１：２回

レベル４：１回

５回

レベル２：２回
レベル３：３回

２回

レベル３：２回
-

警報発令
（石狩中部・南部）

２回 - ２回 - -

情報発信 ３回 - ２回 １回 -

ＪＲの計画運休 ３回 - ２回 １回 -

空港連絡バス
の運休

３回 １回 １回 １回 -

高速道路
の通行止め

３回 １回 １回 １回 -

○ 12月の道東・道北方面でのＪＲとバスの一部運休や道東での停電により災害対策本部が設置され
たことにより「レベル４」を宣言したが、札幌圏での利用者への影響を考慮して設定した「レベル設定」の考
え方との整合を図ることが必要

○ 雪害対策連絡部の開催でのレベル１宣言は、石狩管内（中部・南部）の警報発令がない場合もある

○ 以上に加えて、「輸送障害に該当する案件を明確にしてほしい」「基準を見直すことも検討が必要」といっ
た意見もあることから、輸送障害の取り扱いやレベルの基準の見直し検討も必要４



宣言日時 解除日時
レベ
ル

宣言理由 警報発令状況 輸送障害の状況等

1 R4.11.29 16:02 R4.12.2 9:58 1 雪害対策連絡部会議開催（11/29）
石狩北部に暴風雪警報発令
（11/30 9:36～12/2 1:05）

＜参考＞
JRは、長万部・小樽間で運転見合わせ（12/1）

2 R4.12.13 15:59 R4.12.17 7.17 1 雪害対策連絡部会議開催（12/13）
石狩北部に暴風雪警報発令
（12/14 3:56～12/16 10:15）

JRは、エアポートが２本運休（12/15 9時台及び11
時台各１本運休）

3 R4.12.21 17:52 － － なし 雪害対策連絡部会議開催（12/21） 石狩管内に警報発令なし

4 R4.12.23 13:47 R4.12.24 13:35 4 災害対策連絡本部設置（12/23） 石狩管内に警報発令なし

JRは、札幌・新千歳空港間で障害等なし
空港連絡バスは、高速道路通行止めの影響により、
一部区間運休（12/23）
高速道路は、札樽道・札幌西IC～札幌IC、道央道・
札幌IC～札幌南IC間作業のため通行止め

5 R5.1.3 10:16 R5.1.4 9:01 2 大雪警報発令（1/3）
石狩中部（江別市）に大雪警報発令（1/3 
9:52～1/3 16:16）

JRは、エアポート２本が部分運休（1/3 12時台及び
13時台各１本運休）
（他エリアでの車両繰りのため）

6 R5.1.10 6:28 R5.1.11 9:03 2 大雪警報発令（1/10）
石狩中部（札幌市）及び南部に大雪警報
発令（1/10 4:51～1/10 16:42）

JRは、エアポートが、小樽方面の降雪の影響による
車両繰り等のため、31本運休及び部分運休（札幌・
小樽間）

7 R5.1.19 16:29 R5.1.21 16:51 3 雪害対策連絡部会議開催（1/19） 石狩管内に警報発令なし

JRは、エアポート４本が全区間運休（1/20 20～21
時台）
その他、函館・千歳線、学園都市線で一部列車が運
休（1/21 9～19時台１本/毎時）

8 R5.1.23 15:48 R5.1.26 17:17 3 雪害対策連絡部会議開催（1/23）
石狩北部に暴風雪警報、波浪警報発令
（1/24 21:47～1/26 9:32）

JRは、エアポートなどを計画運休（1/24 20本、
1/25 50本、1/26 57本）
高速道路は、札樽道・札幌南～小樽間吹雪のため通
行止め（1/24）
空港連絡バスは、高速道路通行止めの影響により、
一部区間運休（1/24、25）

9 R5.1.28 12:28 R5.1.30 9:03 3 暴風雪警報発令（1/28）
石狩北部に暴風雪警報、波浪警報発令
（1/28 11:43～1/29 5:04）

JRは、エアポートなどを計画運休（1/29 22本 9時
～19時台毎時１本運休）
その他、千歳線、学園都市線などで一部列車が運休

10 R5.1.31 13:47 R5.2.2 13:11 3
雪害対策連絡部会議（1/31）
ＪＲ北海道の計画運休（2/1 20:00～2/2 
11:00頃）

石狩管内に警報発令なし
JRは、エアポート（2/1 30本、2/2 44本）を含む札
幌圏発着列車を計画運休（2/1 20時～2/2 11時）

11 R5.2.9 16:23 R5.2.10 8:56 3
高速道路通行止めによる空港連絡バス全
線運休（2/9）

警報発令なし
高速道路通行止め（千歳・銭函間）の影響により、
空港連絡バスの全線運休（2/9）

令和４年度のＷＧによる対応結果（概要）

５



＜訓練でとりまとめた対応予定と実際の対応＞

企業・団体・機関名
周知対応
の有無

対応（予定）内容

プッシュ型の周知 プル型の周知

ＳＮＳ等
（アプリを含む）

メール・ＦＡＸ
（メルマガなど）

ＷＥＢ
（ＨＰなど）

掲示物等
による周知

一般社団法人北海道バス協会 ○ ・道庁のSNSリツイート等により、情報を発信することを検討していきたい。 ○ ○ - - -

一般社団法人北海道ハイヤー協会 ○ ・会員事業者に対して、HAPやJRへの協力を行うよう依頼 - ○ ○ - -

北海道旅客鉄道株式会社 ○
・ホームページにて全面運休の告知
・空港アクセスバス会社への連絡と増便の要請
・HAPホットラインへの連絡、対策会議開催の打合せ

- ○ - ○ ○ - ○

ＡＮＡあきんど株式会社札幌支店 - - - ○ - - -

北海道エアポート株式会社 ○

・空港利用者向けにJRの終日運休および空港連絡バスの大谷地ピストン輸送実施につ
いて新千歳空港ツイッターで周知
・関係機関向けに12月8日の航空便運航予定、航空便予約数、タクシーの営業区域外
運送実施、空港連絡バスの大谷地ピストン輸送実施、貸切バスの緊急乗合輸送の実施
についてメーリングリストにて周知

○ ○ ○ ○ - -

東日本高速道路株式会社北海道支社 ○ ・自社ツールを活用した情報拡散について検討中 - - - -

北海道経済連合会 ○ ・会員への周知や啓発（メーリングリスト） - ○ ○ - -

一般社団法人北海道商工会議所連合会 ○
・会員への周知や啓発（メーリングリスト）
・ＨＰへの掲載

- ○ ○ ○ - -

公益社団法人北海道観光振興機構 ○
・機構内で情報共有
・観光客からの問合せ個別対応

- ○ - ○ - -

北海道ホテル旅館生活衛生同業組合 ○
・メールを活用しての情報提供
・個別に旅行者からの連絡があった場合は、旅の安全情報サイトで確認願うよう誘導

- ○ ○ ○ - -

国土交通省北海道運輸局 ○
・北海道旅の安全情報サイトについて情報提供機関へ情報提供依頼
・バスターミナル等へ旅客滞留状況調査のため職員を派遣
・今後、上記調査結果等をふまえ災害情報伝達システムの発動を検討する

- - ○ ○ -

国土交通省北海道開発局 ○ ・ＳＮＳで周知 ○ - - - -

札幌市 ○ ・市の広報ツールにより周知 ○ ○ - ○ ○ ○ - ○

札幌管区気象台 - - - - - -

北海道 ○

・ＨＰで周知
・ＳＮＳで周知
・関係者へメール周知（及び周知依頼）
・庁内掲示及び庁内放送 など

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度のＷＧによる対応結果（情報発信）

※青文字が予定、赤文字が実際の対応結果

○ 高齢者などのスマホ非対応者に対する周知の強化や、SNS等のプッシュ型の通知を受け取れるように、
利用者に設定しておいていただけるような、情報発信媒体の更なる事前周知も必要 ６



（参考）情報周知依頼への対応

＜北海道（本庁）での主な対応＞

本庁舎や別館庁舎での周知

庁内放送による周知
（２／１：１０時・１４時・１７時）

○ 総合政策部交通政策局交通企画課から
職員並びにご来庁の皆様へお知らせします。
○ JR北海道では、本日夕方から
明日の午前11時頃まで、悪天候の影響に伴う、
最終列車の繰り上げや、運休が予定されております。
○ 特に、本日２０時から明日の午前１１時頃までは
札幌圏を発着する各方面への列車が運休となりますので
通勤時間等に十分ご注意いただくとともに、
ご利用の際は、JR北海道ホームページ等により
最新の運行状況をご確認ください。 ※17時のアナウンス

※ 2/1AM中に道政記者クラブへも周知

７



（参考）北海道 旅の安全情報サイトの周知について

＜北海道（本庁）での主な対応＞

● 大型ビジョンでの広報（1/14～1/20）

・札幌市駅前通地下歩行空間ビジョン ・メガビジョン（札幌駅南口）
・サッポロファクトリー大型ビジョン ・札幌パルコビジョン

● 「みなさんの赤れんが」
道新・朝日・毎日・読売（全道版）（1/8）

● 道メールマガジンDo・Ryoku（1/19）

● イベントでのPR（12月～2月）

● コカコーラ自動販売機の電光掲示板メッセージ（3/16～3/31） など

● 北大学生交流ステーション
デジタルサーネージ（2月～）

札幌：R4.12.23～25
東京：R5.1.28・29
大阪：R5.2.11・12
仙台：R5.2.18・19

８


